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日本語とスペイン語を学ぶサロンへようこそ！

互いに学び合う場へ

スペイン語の発音をレクチャーする嶋田さん（右上）

「Hola!（オラ）」
岩沢にある建物から聞こえてきたのは、普段
聞き慣れない言葉でした。2023年４月から始
まったこのサロンは、岩沢にある「えんがわ
サロン松原」が舞台です。夜７時からみんな
でスペイン語を学びます。８時からは講師で
あったペルー出身のマリアさんや近所にお住
いの外国人の方を生徒に、日本語の勉強が始
まります。

現役の日本語教師が指導
サロンで日本語を教えるのは堀道夫先生。過
去にホーチミン（ベトナム）で技術指導をし
ていた経験があり、定年後に養成講座に通っ
て日本語教師の資格を学びました。その後、
縁がありホーチミンの日本語教室へ。しかし
コロナで中止。どこかで日本語を教えたいと
いう気持ちがありました。そこで加治東ふれ
あい広場の川上会長と知り合い、松原サロン
で日本語サロンがスタートしました。

日本語講師の堀先生（左）ペルー出身のマリアさん（右）

※「Hola!（オラ）」は、英語の「Hi!（ハイ）」に
近い、カジュアルなスペイン語のあいさつです

もともと日本語サロンとして始まったこの活
動は、互いに教え合うことで理解も深まると
いう事で、生徒でいたマリアさんに講師をお
願いし、スペイン語の勉強が始まりました。
参加している嶋田さんは、覚えが早く、実際
に街中でペルーの方にあいさつをしたら、あ
まりの上手さに大勢のペルーの方たちが寄っ
てきてびっくりしたことがあったそうです。

「地域で繋がりができました」
長く岩沢に住んでいる堀先生は、仕事柄、家
を留守にすることが多く、地域をあまり知り
ませんでした。しかしこのサロンをきっかけ
に、今では岩沢内で知り合いが増え「地域内
で繋がりを感じています」と嬉しそうに話さ
れていました。これからのサロンについて、
堀先生は「一緒に日本語を教えられる先生を
探しています！」と、現在、ボランティアの
方を募集されているそうです。



『大まえこども食堂』について
場所：「大まえ食堂」阿須交差点近く
時間：17：00～18：00
定員：20名
詳細：不定期開催のため、詳細については
　　　ふくしの森ステーションかじへ
　　　お問い合わせください
　　　☎070-7792-2423

　　阿須の交差点にある大まえ食堂は、4年前に
お店の幕を下ろしましたが、約４０年の歴史
を持つ料理屋さんです。店内には今も当時の
雰囲気が残っています。
　店主の山岸はなよさんは、お店が閉店して
から漠然と「こどもたちのために何か出来な
いか？」と考えていました。

たくさんの地域の人に支えられて

　こども食堂という存在を知った山岸さんは、
社協の紹介で隔月第１金曜日に行われている
加治東ふれあい広場主催の『居場所づくり勉
強会』へ参加しました。そこで山岸さんは、
自店舗でご飯を振舞いたいが、お店までの
「アクセス」や「募集方法」に悩んでいるこ
とを参加者に話しました。

きっかけは居場所の勉強会

「出来る事は自分でやる」
　こども食堂をやる際に、山岸さんは「お皿
洗いとかは、こどもたちにやってもらおう」
と話されていました。自分で出来る事は、こ
どもたちにやらせる。それも勉強。お皿につ
いても「割れたってそれも勉強だから」と、
こどもたちの自主性や経験を大事にされてい
ました。

「私たちが、こどもを連れていくので料理を
作ってくれませんか？」と手を挙げたのは『み
んなのいばしょkorokoro』のスタッフの方。
korokoro は、加治東ふれあい広場が活動して
いる放課後の居場所。また他の参加者たちも以
前から、こども食堂を始めたいと話しており、
その後押しに山岸さんの「いいよ！」の一言で
『大まえこども食堂』は動き出しました。

互いの想いが繋がった瞬間
『大まえこども食堂』は、地域の方からの食
材の寄付と山岸さんのご厚意で、毎月１回開
催しています。５月には新井市長も見えられ、
大賑わいとなっております。

（写真）大まえ食堂の店内の様子

（写真）カレーを盛り付けて渡す山岸さん（右）

（写真）こどもたちが使用したお皿を洗う様子

阿須で

場所は「大まえ食堂」
取材レポート：数野・松本


